
チッ素及びカリの施用量がイヨカン果実の

収量並びに品質に及ぼす影響(2)

井上荘三・渡部潤一郎

１．愛媛大学農学部附属農場に栽植している53年生（推定）フツウイヨカンを使用し、1981年３月

より，チッ素及びカリの施用量の多少が．イヨカン果実の収量並びに品質に及ぼす影響について試験

した。

２．試験ほ場の七件並びに施肥設計は前報で報告したとおりである。

３．試験樹の着果数，重量及び’果平均重は表－１に示した。

４．試験樹の1983年度及び'984年度の施肥量と果実肥大状況は表－２に示した。

５．施肥量が果皮の着色に及ぼす影響について1983年度は表－３に，1984年度は表－４に示した。

６．１９８３年度と1984年度の両年度における貯蔵果実の果汁に及ぼす施肥量の影響については表－５

に示した。

表－２施肥料と果実肥大状況
『1t位：ｍ、

１９８３

7／１ 7／1１ ７/2２ 8／１１ ８/3１ 9/2０ １０/１１ 10/3１ １１/2１ 12/１２ １２/2１

カリ少量区 25.01 ３１．４４ 37.76 47.34 51,99 5９．１４ 67.23 72.31 76.14 78.38 78.69

チッ素少斌区 23.29 28.69 34.80 4４．５４ 49.84 55.37 64.69 69,89 73.27 7４．７７ 75.85

標準区 2３．８３ 2９．７４ 35.87 46.37 51.59 57.16 67.08 72.30 7５．７１ 7７．１１ 7７．８３

カリ多孟区 2３．３３ 2８．０７ 34.67 45.36 50.16 55.09 6５．９２ 7０．９３ 74.23 7４．６３ 7６．５９

チッ素多量区 2３．２４ 2９．２１ 36.48 4６．９１ 51.10 5５．４５ 66.45 71.44 74.95 75.33 7７．１６

１９８４

9／７ ９／2７ 10/１８ 11/８ 11/2７ 12/1８

カリ少堂区 56.09 6３．３７ 7０．１６ 74.06 7９．０６ 8１．７５

チッ素少蛍区 5５．８９ 6３．０７ 6９．２５ 7２．４９ 77.76 8０．２４

標準区 5７．４１ 6５．３６ 72.66 7６．４２ 8０．９７ 8３．７４

カリ多泣区 58.10 6５．７９ 73.04 7６．２３ 8１．２３ 8３．７７

チッ素多逓区 5８．４９ 6５．９３ 72.44 7５．５３ 8０．３９ 8３．３３

－６５－



－６６－

注：３樹平均

表－３施肥量と着色

豪色差計による溜定で、Ｌは明度、ａ，ｂは色度

表－１試験樹の着果数，璽斌，一果平均重
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チッ素少 量区 328 6４．１５ 195.58 240 4４．７７ １８６．５４ 568 108.92 191.76

標準区 262 51.20 195.42 204 4４．２７ 217.01 466 95.47 2０４．８７

カリ多赴区 261 49.97 191.46 241 4９．３３ 2０４．６９ 502 99.30 1９７．８１

チッ素多量区 258 48.68 188.68 231 46.17 199.87 489 94.85 １９３．９７
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寒色差計による測定で，Ｌは明度，ａ，ｂは色度

表－５施肥量と果汁成分

表－４施肥並と着色

１９８３

2／2１ 3／2７

糖度 酸度 甘味比 糖度 酸度 甘味比

カリ少量区 1２．５０ １．９３ ６．４８ 1２．７７ １．８８ 6.79

チッ素少量区 1２ 8７ ２ 2７ ５ 6７ 1３．４０ ２ 2５ ５ 9６

標準区 1３ １０ ‘） 3３ ５ 6２ 1３．５７ ２ １５ ６ 3１

カリ多量区 １３ 2０ ２ 4３ ５ 4３ 1３．６７ ２ 3２ ５ 8９

チッ素多量区 １３．２７ ２，４５ ５ 4２ 1３，８７ ２．４０ ５．７８

１９８４

1／2４ 3／2６

糖度 酸度 甘味比 糖度 酸度 甘味比

カリ少量区 1３．９７ ２．２６ 6．１８ 1４．５３ ２．０６ ７．０５

チッ素少埜区 １４ 2７ ２ 3７ ６ 0２ 1４ ６７ ２ 1６ ６ 7９

標準区 1３ 4３ ２ 3０ ５ 8３ １４ 2０ ２ ０１ ７ 0６

カリ多量区 １３ 5０ ２ 3０ ５ 8６ 1４ 3０ 9８ ７ 2２

チッ素多量区 1４．７３ ２．５３ 5．８２ 1５．３３ ２．２８ ６．７２
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